
今月の主な内容
  Ｐ2　大きな一歩～広域一般廃棄物処理施設の
　　　建設地が伊豆市佐野区に決定～
  Ｐ4　介護保険だより　

P9  3 月28 日（土）、4 月4 日（土）の午前中
      窓口業務を特別開設します
Ｐ18　市内2施設の愛称が決定！

No.13232015

恋人岬の新展望デッキで幸せな結婚式
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1
月
27
日
（
火
）、
伊
豆
の
国
市
役
所
で
、

佐
野
区
長
、
伊
豆
市
長
、
伊
豆
の
国
市
長

が
、『
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関

す
る
基
本
協
定
書
』
に
調
印
し
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

基
本
協
定
書
で
は
、
佐
野
字
川
久
保
地

内
の
用
地
お
よ
そ
１
・
９
ha
を
施
設
の
建

設
地
と
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

２
市
が
、
地
域
住
民
の
健
康
と
安
全
確
保
、

生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
る
施
設
の
建
設

と
操
業
に
関
す
る
協
定
や
、
地
域
振
興
策

に
つ
い
て
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
を
定

め
ま
し
た
。

▲協定書を手にする３人
（左から、佐野区長、伊豆の国市長、伊豆市長）

　

こ
の
施
設
は
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

施
設
で
あ
り
、
施
設
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
3
月
15
日
（
日
）
13
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

○
施
設
計
画
案
に
つ
い
て

○
搬
入
計
画
案
に
つ
い
て

○
施
設
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

そ
の
他
／

説
明
会
の
資
料
は
、
環
境
衛
生
課
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

佐
野
区
を
は
じ
め
、
建
設
候
補
地
に

応
募
申
請
を
い
た
だ
い
た
伊
豆
市
北
又

区
、
大
平
区
、
大
平
柿
木
区
の
皆
さ
ん
に
は
、

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
に
深

い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
の
各
自

治
会
長
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
自
治
会
に

お
い
て
、
建
設
候
補
地
の
公
募
に
対
し
て
、

地
区
内
で
の
検
討
や
協
議
な
ど
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

大きな一歩
～広域一般廃棄物処理施設の建設地が伊豆市佐野区に決定～

　伊豆市・伊豆の国市が進めている一般廃棄物処理施設の建設地につ
いては、１次選定で候補地となっていた３地区のうち、伊豆市佐野区
を第一交渉候補地として選定し、同区と協議を行なってきました。
　平成 26 年 12 月 21 日（日）に同区から建設同意をいただき、伊豆
市・伊豆の国市では、同区内の建設候補地である伊豆市佐野字川久保
地内の候補地を建設地として決定しました。
　一般廃棄物処理施設には、ごみ処理施設、し尿処理施設および最終
処分場がありますが、伊豆市・伊豆の国市で進めている一般廃棄物処
理施設はごみ処理施設になります。
　今回は、建設地区との基本協定書締結や市民説明会などについて、
お知らせします。 問合せ／伊豆の国市役所新ごみ処理施設整備課

☎ 055（949）8112

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成31～33年度 平成 34 年度

施設基本計画	
（※①）作成

用地取得
関連業務

生活環境影響
調査（※②）

事業者選定
業務（※③）

施設建設

施設稼働

①施設基本計画／施設の整備に向けて、施設規模、ごみ処理方式、施設配置計画、環境対策、事業方式などの
基本的事項を定める計画です。

②生活環境影響調査／施設が地域の生活環境に与える影響をあらかじめ調査、予測、評価し、その結果を施設
整備に反映させるために行なう調査です。

③事業者選定業務／施設基本計画で定められた事業方式（例：公設公営方式、公設民営方式、民設民営方式）
に従い、事業者の選定を行なう業務です。

　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、『
環
境
と
安
全
に
十
分
配
慮
し

た
施
設
』、『
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
施
設
』
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
で
は
、

情
報
発
信
に
努
め
、
市
民
と
行
政
の
協
き
ょ
う
ど
う働

に
重
点
を
置
い
た
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

基
本
協
定
書
の
締
結

今
後
の
予
定

市
民
説
明
会
の
開
催

ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

今
後
に
向
け
て

田方南消防署
↓県道 349 号

（修善寺天城湯ケ島線）
↓

旭日橋
↓

天城北道路
↓

▼佐野字川久保地内

伊豆市・伊豆の国市が進めている一般廃棄物処理施設の整備事業の経過報告 vol.3
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広域一般廃棄物処理施設
施設計画（案）

＊説明会＊



2015. 35 2015. 3 4

■要支援認定者
　要支援 1（138 人）
　要支援 2（272 人）
　　　  （計）410 人

■要介護認定者
　要介護 1（244 人）
　要介護 2（278 人）
　要介護 3（228 人）
　要介護 4（222 人）
　要介護 5（151 人）
         （計）1123 人

【資料②】平成25年度第1号被保険者の介護度別認定者の内訳
（平成２６年３月分）

介
護
保
険
だ
よ
り

　

介
護
保
険
と
は
支
え
合
い
の
考
え
の
も
と
、
連
帯
し
て
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
加
齢
や
病
気
な
ど

に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

40
歳
以
上
の
人
が
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
や
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

原
則
１
割
（
一
定
所
得
以
上
の
人
は
２
割
）
の
負
担
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
介
護
保
険
に
関
す
る
市
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
74
）
０
１
５
０

■
市
の
高
齢
者
人
口
（
資
料
①
）

　

伊
豆
市
の
高
齢
化
率（
総
人
口
に
対
す

る
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
）は
、平
成
16
年

４
月
の
26
・１
％
か
ら
年
々
増
加
し
、平
成

26
年
４
月
に
は
34
・
３
％
と
、こ
の
10
年
間

で
８・２
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、市
民
の

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

■
給
付
額
の
推
移

　

介
護
保
険
給
付
額
の
総
額
（
資
料
④
）
は
、

平
成
25
年
度
で
約
25
億
６
９
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
と
比
較
す

る
と
、
こ
の
４
年
間
で
約
１
億
９
千
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
種
類
別
の
給
付
費
の
内
訳

は
、
居
宅
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス

が
約
11
億
６
７
０
０
万
円
で
、
全
体

の
45
・
４
％
を
占
め
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

が
約
11
億
３
６
０
０
万
円
、
地
域
密

着
型
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
が
約

２
億
６
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【資料④】介護給付額の推移

 

居宅（介護予防）サービス 10 万 6887 円

地域密着型（介護予防）サービス（※） 19 万 4729 円

施設サービス 25 万 8946 円

■
介
護
保
険
料
の
決
め
方

　

40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料

は
、
介
護
保
険
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め

の
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
財
源
構
成
（
資
料
③
）
は
、

50
％
（
う
ち
国
25
％
、
都
道
府
県
12・５
％
、

市
12・５
％
）
が
公
費
（
税
金
）
で
す
。

　

残
り
の
50
％
は
保
険
料
で
賄
わ
れ
、
そ

の
う
ち
29
％
は
40
～
64
歳
の
人
の
保
険
料

で
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方

式
を
基
本
と
し
て
決
ま
り
ま
す
。
21
％
は

65
歳
以
上
の
保
険
料
で
、
市
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
が
賄
え
る
よ
う
、
３
年
ご
と
に

高
齢
者
の
現
状
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

状
況
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24

年
～
26
年
度
）
で
は
、
市
の
保
険
料
の
基

準
額
は
月
４
１
０
０
円
で
し
た
。
こ
の
基

準
額
を
中
心
に
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
に

な
る
よ
う
に
、
８
段
階
の
保
険
料
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
保
険
料
の
額
が
決
定
し
ま
す
が
、

介
護
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
、
保
険

料
は
上
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

区分
第 4 期計画期間 第 5 期計画期間

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

認定者合計 1,449 人 1,467 人 1,504 人 1,573 人 1,580 人

受給者数 1,353 人 1,355 人 1,356 人 1,411 人 1,350 人

受給率 93.4％ 92.4％ 90.2％ 89.7％ 85.4％

居宅サービス
人数 885 人 889 人 887 人 921 人 890 人

構成比 65.4％ 65.6％ 65.4％ 65.3％ 65.9％

地域密着型サービス
人数 110 人 95 人 115 人 113 人 107 人

構成比 8.1％ 7.0％ 8.4％ 8.0％ 7.9％

施設サービス
人数 358 人 371 人 354 人 377 人 353 人

構成比 26.5％ 27.4％ 26.1％ 26.7％ 26.1％

　【参考資料】介護保険事業状況報告（各年 3 月分）

■
第
１
号
被
保
険
者
数
、
認
定
者
数

　

平
成
25
年
度
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
数
は
１
万
１
５
３
３
人
、
認
定
者
数

は
１
５
３
３
人
、
認
定
率
は
13・３
％
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
※
）
の
内
訳
（
資

料
②
）
を
要
支
援
、
要
介
護
別
で
見
る

と
、
平
成
25
年
度
で
、
要
支
援
認
定
者
は

４
１
０
人
、
要
介
護
認
定
者
は
１
１
２
３

人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
認
定
率
は
過
去
10
年
間
横
ば
い
の

状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
の
数
値
は
全
国
平

均
と
比
較
す
る
と
約
４
％
低
い
値
で
す
。

※
第
1
号
被
保
険
者
／
65
歳
以
上
の
人
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
第
2
号
被
保
険
者
は
、

40
歳
～
64
歳
の
人
の
こ
と
で
す
。

【参考資料】平成 25 年度のサービス利用者 1 人当たりの月平均サービス種類別の給付費の内訳

保険料
50％
保険料
50％国

25％
国
25％

都道府県
12.5％
都道府県
12.5％

市町村
12.5％
市町村
12.5％

【資料③】介護保険の
財源構成
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【資料①】市内の高齢者人口と
高齢化率の推移

※地域密着型サービス／住み慣れた地域を離れずに生活が続けられるよう
に、地域の特性に応じた柔軟な体制で提供されるサービスのことです。

　例：グループホーム、認知症対応型通所介護、小規模多機能居宅介護

■
増
え
続
け
る
高
齢
者
の
介
護
を
、

　

社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度

　

市
で
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
や
住
ま
い
で
、
尊
厳
の

あ
る
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、『
高
齢
者
の
自
立
支
援
』
と
『
持

続
可
能
な
介
護
保
険
運
営
』
を
目
指
し
て

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。
し
か
し
、
限
り
あ
る
財
源
を
大
切

に
活
用
す
る
た
め
に
も
介
護
予
防
が
大
切

で
す
。

　

若
い
時
期
か
ら
定

期
的
に
健
診
を
受
け
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
、

改
善
す
る
こ
と
で
健

康
寿
命
が
延
び
、
介

護
保
険
を
利
用
す
る

期
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の

高
齢
化
し
て
い
く
市

に
は
、
家
族
の
支
え

と
地
域
の
温
か
い
見
守
り
や
支
援
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

要介護5
9.8％
要介護5
9.8％

要支援1
9.0％
要支援1
9.0％
要支援2
17.7％
要支援2
17.7％

要介護1
15.9％
要介護1
15.9％

要介護2
18.1％
要介護2
18.1％

要介護3
14.9％
要介護3
14.9％

要介護4
14.5％
要介護4
14.5％

30

25

20

15

10

5

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

（億円）

11.1411.14

2.052.05

10.6010.60

11.2211.22

1.861.86

10.8710.87

11.0811.08

2.582.58

11.1211.12

11.2911.29

2.742.74

11.7211.72

11.3611.36

2.662.66

11.6711.67

施設
サービス
施設
サービス

地域密着型
（介護予防）
サービス

地域密着型
（介護予防）
サービス

居宅
（介護予防）
サービス

居宅
（介護予防）
サービス

23.7923.79 23.9523.95 24.7824.78 25.7525.75 25.6925.69

10,794 人10,744 人
11,197 人11,440 人

30.4％ 30.8％ 31.7％ 33.0％ 34.3％

10,877 人

高齢化率高齢者人口



（※）基本チ
ェックリスト

（例）

■バスや電
車を使って

1人

で外出して
いますか？

■転倒に対
する不安は

大き

いですか？

■週に1回
以上は外出

して

いますか？

■今日が、
何月何日か

分か

らないときが
ありますか？

2015. 37 2015. 3 6

総
合
事
業
対
象
外
の
人
が
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
の
？

　

対
象
に
な
ら
な
い
人
は
、
ま
だ

ま
だ
元
気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
で

す
。
元
気
な
皆
さ
ん
が
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
の
支
え
手
と
な

る
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

趣
味
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域

で
の
社
会
参
加
を
心
掛
け
、
役
割

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
生
き
生

き
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

運
動
教
室
な
ど
（
※
）
一
般
介
護

予
防
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
ロ
コ
ト
レ
教
室

　

１
ク
ー
ル
５
回
の
運
動
教
室
で
、

理
学
療
法
士
が
講
師
と
な
り
、
転

倒
予
防
や
筋
力
維
持
を
図
り
ま
す
。

■
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
座

　

元
気
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
運

動
教
室
や
生
活
支
援
、
通
所
の
場

で
の
担
い
手
と

な
る
人
材
を
育

成
し
て
い
き
、

本
人
自
身
の
健

康
や
介
護
予
防

へ
の
関
心
の
向

上
も
図
り
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課

☎
（
72
）
９
８
６
０

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

〇
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
生
活

機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
、
介
護
が
必
要
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
人

〇
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
判
定

さ
れ
た
人

〇
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の
認
定

を
受
け
、
総
合
事
業
の
利
用
を

希
望
し
て
い
る
人

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
？

〇
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス　

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
住
ま

い
を
訪
問
し
、
食
事
や
入
浴
介
助
、

買
い
物
、
掃そ
う
じ除
、
調
理
な
ど
を
行

な
い
ま
す
。

〇
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
に
通
い
、
食
事
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
日
常
生
活
上

の
支
援
や
、
機
能
訓
練
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

〇
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

栄
養
改
善
や
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
へ
の
見
守
り
を
目
的
と
し
た
食

事
配
達
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
す
。

ど
う
し
た
ら
利
用
で
き
る
の
？

　

日
常
生
活
で
の
お
困
り
事
な
ど
、

左
記
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
※
）

の
25
項
目
の
質
問
に
答
え
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
必
要

な
機
能
が
低
下
し
て
い
な
い
か
ど

う
か
を
調
べ
ま
す
。

■
相
談
窓
口
（
４
月
１
日
～
）

〇
修
善
寺
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
（
99
）
９
３
０
１

〇
土
肥
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
98
）
３
０
０
１

〇
天
城
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
85
）
０
５
７
０

〇
中
伊
豆
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
（
83
）
５
４
８
８

〇
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

新しい『介護予防・日常生活
支援総合事業』が始まります　

いつまでも住み慣れた伊豆市で暮らすために

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
『
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
』

（
以
下
『
総
合
事
業
』）
を
始
め
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
心

身
の
機
能
改
善
と
と
も
に
日
常
生
活
活
動
を
高
め
、
社
会
参
加
、
趣

味
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
事
業
の
概
要
や
利
用
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

総合事業の利用手順をチェックしてみよう！

要介護認定が必要な
サービスを希望

総合事業の
利用を希望

一般介護予防事業（※）

の参加を希望

基本チェックリスト
25 項目で日常生活に必要な機能
が低下していないか調べます。

要介護認定の申請

要介護認定 総合事業対象

要介護 1・2・3・4・5
要支援 1・2

要支援 1・2 で
総合事業の利用を希望

介護（介護予防）サービス
在宅サービス
施設サービス

総合事業
訪問型サービス
通所型サービス

生活支援サービス

一般介護予防事業
すべての高齢者が

利用できます。

申請

非該当

非該当

各サービス開始

相談窓口へ問い合わせ・相談

Ne
w

Ne
w

Ne
w

Ne
w

65歳
以上

の皆さ
んへ65歳
以上

の皆さ
んへ



　4月1日（水）から、上下水道・温泉料金などに関するお問
い合わせは、『伊豆市上下水道料金お客さまセンター』まで
お願いします。今後は、市の職員に代わって民間会社の従業
員が窓口での受け付けや料金収納に関する業務を行ないます。

委託する主な業務

新たなサービス

●上下水道料金お客さまセンター
窓口での上下水道・温泉料金な
どの収納業務
●水道・温泉メーターの検針業務

●水道の使用者変更や使用中止申
請などの受け付け業務
●納入通知書などの作成発送業務
●未収金整理・給水停止業務

上下水道課☎（83）3901
▲必ず制服を着用し、身分証明証を携帯しています。

上
下
水
道
・
温
泉
料
金
な
ど
に

関
す
る
事
務
を
民
間
委
託
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
と
経
営
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、

上
下
水
道
料
金
、
温
泉
料
金
な
ど
に
係
る
検
針
、
料
金
収
納
、
受
付
窓
口
な
ど
の
業
務
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら

電　話

F A X

（83）3900

（75）7177

水道料金などの徴収業務について、全国 100 カ所以上の
自治体からの受託実績があります。

委託先

8 時 30 分～ 17 時 15 分
（土日祝日、年末年始を除く）
〒 410-2592  伊豆市八幡 500-1 中伊豆支所 1 階住　所

営業時間

インターネットによる申請受け付け
　上下水道の使用者変更について、今までのような書類による申請のほか、
電話連絡による申請、また市ホームページから直接申請いただけるようになり
ます。7月からは納入通知書、検針票の様式も新しくなり、スマートフォン・携帯
電話からもアクセスできるQRコードを印字予定です。

　『伊豆市上下水道料金お客さまセンター』の社員・検針員は、
会社指定の制服を着用し、市が承認した身分証明証を携帯してい
ます。伊豆市や委託業者の名前をかたった悪徳商法や勧誘などに
は十分ご注意ください。

※万が一不審な点がありましたら、証明証の提示を求めるか、上
下水道課までお問い合わせください。

市ホームページ TOP 暮らす・働く くらし

『インターネットからお申し込み』をクリックし、
入力フォームに必要事項を記入

水道・温泉 水道の手続き住まい・環境

平日に市役所に来ることができない皆さんへ
3月28日（土）、4月4日（土）の午前中
窓口業務を特別開設します

毎年 3 月下旬から 4 月上旬は、転勤や就職などによる異動が多い時期です。
市では、平日に市役所へ手続きに来ることができない人のために窓口業務を行ないます。

■ 開庁日時　3 月 28 日（土）、4 月 4 日（土）
　　　　　　  いずれも 8 時 30 分～ 12 時

■ 開庁庁舎
　市役所本庁（伊豆市小立野 38-2）

■ 取り扱い業務

担　当　課

市民課
【戸籍・住基】

☎（72）9855
【国保・年金】
☎（72）9856

こども課
☎（72）9864

税務課
☎（72）9854

上下水道課 
☎（83）3901

会計課
☎（72）9865

取　　り　　扱　　い　　業　　務

【戸籍・住基】
〇転入、転出などの住民異動届
〇各種証明書の交付
〇印鑑登録
〇戸籍関係の届け出

【国民健康保険】
〇転入・転出や保険の切り替えによる国民健康

保険の異動
【年金】
〇国民年金加入・喪失の手続き
〇保険料免除などの手続き

【子育て支援】
〇児童手当の新規・異動申請受け付け
〇児童扶養手当の新規・異動申請受け付け
〇こども医療費助成の申請受け付け
〇母子家庭等医療費助成の申請受け付け
〇子育て支援事業などの紹介

【納税】
〇収納窓口（納税）
〇納付書の再発行

【証明】
〇納税または課税に関する証明書の発行
〇土地または家屋に関する証明書の発行
〇営業に関する証明書の発行
〇公図写しの複写の交付
〇住宅用家屋証明

〇水道使用異動届の受け付け

〇収納窓口

注　　意　　事　　項

〇各担当課の電話番号は、平日
のみの問合せ先となります。

　【当日の問合せ】
　　☎（72）1111

〇すべての取り扱い業務は、本
庁舎内で受け付けます。生き
いきプラザ（こども課）およ
び中伊豆支所（上下水道課）
は開庁しませんので、ご注意
ください。

〇業務内容により、本人確認書
類（運転免許証など）の提示
と本人以外の人が請求（申請）
する場合は、委任状などが必
要になる場合があります。

〇各手続きに必要な持ち物など
は、事前にお問い合わせ・確
認の上、お越しください。

〇ほかの機関との確認が必要な
業務など、取り扱いができな
い場合があります。

問合せ

2015. 39 2015. 3 8
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▲健診を受ける新成人

歯
と
口
の
健
康
を
意
識
！

は
た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診

　

1
月
11
日
（
日
）
、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
成
人
式

会
場
で『
は
た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診
』を
行
な
い
、

１
２
３
人
の
新
成
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、む
し
歯
の
無
い
人
の
割
合
は
47
・
２
％

と
、全
国
平
均
24
・
８
％（
平
成
23
年
歯
科
疾
患
実
態

調
査
）に
比
べ
て
良
い
数
値
で
し
た
が
、歯
周
治
療
が

必
要
と
判
定
さ
れ
た
人
の
割
合
は
10
％
に
も
上
ぼ
り
、

若
い
世
代
か
ら
歯
周
病
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

1
月
18
日（
日
）、伊
豆
市
駅
伝
大
会
を
開
催
し
、

狩
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
ま
で
の
全

長
13
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
全
5
区
間
を
選
手
た
ち
が
走

り
ま
し
た
。大
会
に
は
、地
区
対
抗
の
部
、一
般
の
部
、

小
学
生
の
部
の
3
部
門
か
ら
64
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、沿
道
の
皆
さ
ん
か
ら「
頑
張

れ
！
」、「
あ
と
少
し
」な
ど
の
声
援
を
受
け
、無
事
に

全
チ
ー
ム
が
完
走
し
ま
し
た
。

64
チ
ー
ム
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

　

伊
豆
市
駅
伝
大
会

▲大人から子どもまでが力走

▲丁寧にみそをこねる参加者

み
そ
で
食
文
化
を
伝
承

伊
豆
市
食
推
協
が
み
そ
作
り

　

1
月
20
日（
火
）・
21
日（
水
）に
、伊
豆
市
健
康
づ

く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り

み
そ
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
み
そ
作

り
は
、地
域
に
伝
わ
る
食
文
化
の
伝
承
と
し
て
行
な

う
も
の
で
、今
年
で
6
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

21
日
（
水
）に
は
、一
般
に
公
開
し
、見
学
し
た
20

人
が
１
年
前
に
仕
込
ん
だ
み
そ
を
お
土
産
に
持
ち
帰

り
ま
し
た
。見
学
者
は
、「
と
て
も
良
い
香
り
、早
速

料
理
に
使
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

狩
野
川
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ ▲冬の狩野川沿いを楽しくランニング

　

2
月
1
日（
日
）、狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

で『
狩
野
川
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
』を
行
な
い
ま

し
た
。こ
れ
は
、体
力
づ
く
り
や
地
域
交
流
を
目
的
に

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、順
位
を
決
め
ず

に
楽
し
く
走
る
イ
ベ
ン
ト
で
、今
回
が
初
開
催
で
す
。

　

体
力
に
合
わ
せ
て
、３
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、狩
野
川

沿
い
を
話
を
し
た
り
記
念
撮
影
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

楽
し
く
走
り
ま
し
た
。

順
位
の
な
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▲湯ケ島で過ごした井上靖の幼少期を描いた『しろばんば』

昭
和
の
文
豪
を
思
っ
て

井
上
靖
を
し
の
ぶ
『
あ
す
な
ろ
忌
』

　

1
月
25
日（
日
）、天
城
会
館
な
ど
で『
あ
す
な
ろ

忌
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

熊
野
山
に
あ
る
井
上
靖
の
墓
へ
の『
墓ぼ

参さ
ん

』や
井
上

靖
作
品
の
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、

劇
団
し
ろ
ば
ん
ば
に
よ
る
演
劇
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

約
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

演
劇
で
は
、幼
少
期
の
井
上
靖
を
描
い
た『
し
ろ
ば

ん
ば
』を
原
作
に
、地
元
の
皆
さ
ん
総
勢
33
人
が
熱
演

し
ま
し
た
。

来
場
者
3
万
人
達
成
！

伊
豆
市
観
光
案
内
所

▲記念品を贈られる桑原さんと伊東さん

2
月
10
日（
火
）、伊
豆
市
観
光
案
内
所
の
来
場
者

数
が
３
万
人
を
達
成
し
、記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
３
万
人
目
の
来
場
者
は
、東
京
都
在

住
の
桑
原
七
恵
さ
ん
と
伊
東
由
香
さ
ん
で
1
泊
2
日

の
伊
豆
旅
行
に
訪
れ
た
お
客
さ
ま
で
し
た
。お
二
人

は
3
万
人
目
と
聞
い
て
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、笑

顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。お
二
人
に
は
、堤
和
章
所
長

か
ら
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
日
本
国
内
に

広
く
普
及
し
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

宿
泊
先
の
予
約
、航
空
券
の
購
入
な

ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

に
伴
い
Ｅ
メ
ー
ル
も
広
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、い
わ
ゆ
る
迷
惑
メ
ー
ル
や

詐
欺
的
な
メ
ー
ル
も
多
数
送
信
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
日
々
、多
数
手
元
に

届
く
メ
ー
ル
の
確
認
を
す
る
際
、皆

さ
ん
は「
誰
か
ら
来
た
メ
ー
ル
で
あ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
ど
こ
で
確
認

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
最
近
の
悪

質
な
手
口
は
、『
送
信
者
名
』を
大
手

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
や
金
融
機
関

名
と
勘
違
い
す
る
よ
う
な
表
示
に

し
、こ
れ
に
よ
っ
て
消
費
者
を
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
へ
誘
導
す
る
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
！

司
法
書
士 

山
田 

茂
樹（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
山
脈
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『Ｅメールの送信者名にだまされないで！』

中
っ
子 

米
米
ラ
イ
フ

　〜
米
づ
く
り
は
心
づ
く
り
〜

中
っ
子 

米
米
ラ
イ
フ

　〜
米
づ
く
り
は
心
づ
く
り
〜

中
っ
子 

米
米
ラ
イ
フ

　〜
米
づ
く
り
は
心
づ
く
り
〜

中伊豆
小学校

天城
中学校

何
十
年
音
信
ふ
つ
う
の
友
が
今
朝
電
話
の
向
こ
う
に
な
つ
か
し
き
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　足
立

　と
り
（
宿
）

そ
れ
ぞ
れ
が
何
の
初
夢
見
た
ろ
う
か
未
来
に
向
か
う
曾
孫
の
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宇
田

　晴
湖
（
西
平
）

昨
日
よ
り
雪
降
る
気
配
告
げ
居
る
に
雪
は
降
ら
ね
ど
身
に
沁
む
立
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浅
田

　千
代
（
門
野
原
）

節
分
は
鬼
も
身
を
竦
む
外
気
な
り
わ
ず
か
に
戸
を
あ
け
福
を
呼
び
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
澤

　き
く
代
（
金
山
）

初
日
の
出
浪
間
ひ
と
す
じ
に
昇
り
く
る
伊
豆
大
島
の
空
は
燃
え
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浅
田

　み
ち
子
（
市
山
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

天
城
学
習
発
表
会

　〜
地
域
を
学
び
未
来
を
描
く
〜

天
城
学
習
発
表
会

　〜
地
域
を
学
び
未
来
を
描
く
〜

天
城
学
習
発
表
会

　〜
地
域
を
学
び
未
来
を
描
く
〜

験
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
関
心
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
さ
ら
に
米
の
種
類
や
歴

史
、
米
を
使
っ
た
加
工
品
や
郷
土

料
理
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
学
校

祭
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
に
は
稲
刈
り
体
験
も

行
な
い
、さ
ら
に
本
年
度
は
、収
穫

し
た
米
の
一
部
を
学
校
祭
で
販
売

す
る
活
動
も
行
な
い
ま
し
た
。商

品
ラ
ベ
ル
や
宣
伝
用
チ
ラ
シ
の
作

成
、袋
詰
め
や
販
売
も
行
な
い
、お

客
さ
ん
と
や
り
取
り
を
す
る
子
ど

も
た
ち
の
表
情
は
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
し
た
。購
入
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
か
ら
も
「
子
ど
も
た

ち
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
好
評
を

得
ま
し
た
。

　
体
験
を
伴
う
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
は
よ
り
深
ま
り
、
同

時
に
食
べ
物
を
粗
末
に
し
な
い
よ

う
に
し
よ
う
、
物
を
大
事
に
扱
お

う
と
い
う
心
も
育
っ
て
い
き
ま

す
。こ
れ
も
地
元
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
お
か
げ
で
す
。こ
れ
か
ら
も

本
校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

車
を
利
用
す
る
人
も
多
く
な
り
ま

す
。大
切
な
自
転
車
が
、
あ
な
た
自

身
の「
面
倒
だ
か
ら
」、「
自
分
の
自

転
車
は
大
丈
夫
」な
ど
の
油
断
に
よ

り
盗
難
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
た
め
に
は
、
必
ず

施
錠
す
る
習
慣
と
ド
ロ
ボ
ー
が
盗

み
に
く
い
自
転
車
だ
と
思
わ
せ
る

工
夫
も
必
要
で
す
。

◆
大
仁
署
管
内
の

　自
転
車
盗
被
害
状
況

〇
発
生
件
数
…
1
0
7
件

　（
前
年
比
2
件
増
）

〇
施
錠
割
合
…
27
%

　（
被
害
の
７
割
が
無
施
錠
）

〇
被
害
者
別
…
中
高
生
が
半
数

〇
発
生
場
所
…
駅
駐
輪
場
が
全
体

の
約
４
割
（
中
で
も
伊
豆
長
岡

駅
が
大
幅
に
増
加
）

●『
自
転
車
鍵
か
け
隊
』に

　参
加
し
ま
せ
ん
か

　
大
仁
署
で
は
、
地
域
安
全
推
進

員
の
皆
さ
ん
が
自
転
車
盗
被
害
防

止
を
目
的
に
、『
自
転
車
鍵
か
け

隊
』を
結
成
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
26
日
を
『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
』
の

日
と
決
め
て
、
自
転
車
盗
が
多
く

発
生
し
て
い
る
駅
駐
輪
場
を
中
心

に
、
自
転
車
の
補
助
錠
な
ど
を
配

布
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
も
施
錠

を
呼
び
掛
け
る
活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　『
天
城
学
習
』と
は
、地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
や
事
業
所
訪
問
な
ど
を
行

な
い
、
そ
の
体
験
を
も
と
に『
地
元

天
城
の
よ
さ
を
知
る
と
と
も
に
、課

題
も
取
り
上
げ
、今
後
ず
っ
と
天
城

が
訪
れ
る
ふ
る
さ
と
と
し
て
持
続

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
を
考
え
て
行
動
す
る
』学
習

で
す
。そ
の
成
果
を
、
天
城
会
館
の

ホ
ー
ル
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
1
年
生
は
福
祉
体
験
と
自
然
体

験（
皮
子
平
登
山
）で
学
ん
だ
こ
と
、

2
年
生
は
自
然
体
験（
天
城
縦
走
）

と
職
場
体
験（
天
城
の
事
業
所
）で

学
ん
だ
こ
と
、3
年
生
は
修
学
旅
行

で
観
光
都
市
京
都
か
ら
天
城
の
魅

力
の
生
か
し
方
と
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
中
心
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、保
護
者
を
は
じ
め
、

お
世
話
に
な
っ
た
事
業
所
、
各
区

長
や
民
生
委
員
な
ど
地
域
の
皆
さ

ん
が
見
え
、
生
徒
の
発
表
を
聴
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ど
の
生
徒

も
堂
々
と
発
表
し
て
い
る
」、「
天

城
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
の
に
、

生
徒
の
発
表
を
聴
い
て
は
じ
め
て

知
っ
た
こ
と
も
あ
る
」、「
天
城
の

良
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
い

ろ
ん
な
人
に
聴
い
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
の
肯
定
的
な
ご
意
見
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。地

域
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
万
引
き
の
約
半
数
は
高
齢
者

　
大
仁
署
管
内
で
は
、
昨
年
１
年

間
に
万
引
き
被
害
が
85
件
発
生
し
、

前
年
比
19
件
の
大
幅
増
加
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
万
引
き
は
少
年
犯
罪
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
者

に
よ
る
万
引
き
が
増
加
し
て
い
ま

す
。特
に
65
歳
以
上
の
割
合
は
、
全

体
の
45
%
を
占
め
て
い
ま
す
。被

害
増
加
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

最
近
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

不
足
に
よ
る
高
齢
者
の
孤
立
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
あ
な
た
の
自
転
車
が
危
な
い

　
春
は
進
学
や
就
職
を
機
に
、自
転

マ
イ 

マ
イ

マ
イ 

マ
イ

マ
イ 

マ
イ

　
中
伊
豆
小
学
校
で
は
、
総
合
的

な
学
習
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
稲

作
体
験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。地

元
の
土
屋
大
治
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
た
有
志
６
人
が
開
墾
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
学
校
近
く
の
葦
に
覆
わ

れ
た
休
耕
田
（
約
10
ア
ー
ル
）
を
、

稲
作
農
場
実
習
田
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
稲
作
体
験
は
、
も
み
ま
き
体
験

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
際
、
講

師
の
土
屋
さ
ん
は
、
必
ず
「
一
粒

の
も
み
種
か
ら
で
き
る
お
米
は
約

９
０
０
粒
だ

よ
。無
駄
に
し

て
は
い
け
な

い
よ
」と
い
う

話
を
し
て
く

だ
さ
り
、子
ど

も
た
ち
は
そ

の
数
の
多
さ

に
驚
き
ま
す
。

　
5
月
の
田
植
え
で
は
、
５
年
生

62
人
の
元
気
な
声
が
実
習
田
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。水
の
冷
た
さ
、土

の
臭
い
、ぬ
る
ぬ
る
し
た
感
触
。地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体 ▲もみまき体験の様子

▲学習の成果を展示したコーナー ▲3年生によるステージ発表

❖平成26年中の年齢別万引き検挙人員
40

30

20

10

0
10代　20代　30代　40代　50代　60代　65歳以上

8人

3人 5人

9人
6人

8人

31人31人

あ
し

か
い
こ
ん

か
わ
ご
だ
い
ら

（人）

ページ改編により、次号からコーナー記事は、
隔月の掲載となります （次回は 5 月号）。
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　げんき ゆうき 笑顔 いっぱい
◆重点目標　○心身ともに元気な子
　　　　　　○自分で考え行動する子
　　　　　　○みんなとなかよく遊べる子

　　　　　　

熊坂保育園熊坂保育園

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　
子
ど
も
た
ち
の
活
発
な
活
動
、
発
想
を
展
開
し
て

い
く
に
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
必
要
で
す
。
実
体
験

が
大
切
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
絵
本
は
、
そ

れ
を
助
け
る
手
段
の
１
つ
で
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を

伝
え
て
く
れ
る
友
達
で
す
。
職
員
は
、
毎
日
子
ど
も

た
ち
が
絵
本
に
触
れ
る
時
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
絵
本
を
何
冊
か
借
り
て
き
て
、
部
屋
に
絵
本

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
手
が

届
き
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
『
か
ら
す
の

ぱ
ん
や
さ
ん
』
が
大
好
き
な

年
長
組
さ
ん
。
何
人
も
の
子

が
絵
本
を
手
に
し
、
何
度
も

読
ん
で
い
ま
し
た
。

 

『
か
ら
す
の
ぱ
ん
や
さ
ん
』

の
「
火
事
だ
、
火
事
だ
、
大

火
事
だ
！
」
の
フ
レ
ー
ズ
を

気
に
入
り
、
そ
の
場
面
を
言

う
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
、
自
分
た
ち
で
せ

り
ふ
を
考
え
ま
し
た
。
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
加
わ
っ

て
、
歌
も
で
き
、
演
劇
と
歌

に
必
要
な
も
の
づ
く
り
も
し
ま
し
た
。
発
表
会
で
は

保
護
者
に
も
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１

冊
の
絵
本
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に

つ
な
が
り
自
分
た
ち
の
思
い
出
に
で
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
保
護
者
が
働
い
て
い
る
、
い
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
幼
児
教
育
・
保
育
を
提
供
し
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
な
う
『
熊
坂
こ
ど
も

園
』
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

▲そうっとのぞいてみよう
『ブレーメンの音楽隊』

▲おさんぽにいってきまーす！
『からすのぱんやさん』

名
古
屋
か
ら
伊
豆
に
来
て
２
年
。オ
ー
プ

ン
し
て
よ
う
や
く
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
和
洋
菓
子
の
製
造
卸
会
社
で

営
業
、製
造
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

小
売
店
で
販
売
す
る
お
菓
子
で
は
な
く
、

飲
食
店
向
け
の
お
菓
子
を
作
れ
た
ら
面
白

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
お
店
を
始
め
ま

し
た
。立
地
が
別
荘
地
だ
っ
た
こ
と
や
妻

の
助
け
も
あ
り
、
パ
ン
と
食
事
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、
お
酒
に

合
う
お
菓
子
の
勉
強
の
た
め
、
居
酒
屋
も

併
設
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
大
変
な
こ
と

や
失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、定
期
的
に
来
て
く

れ
る
お
客
さ
ま
や
応
援
し
て
く
れ
る
人
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。少
し
で
も
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、少
し
ず
つ
で
す
が
メ
ニ
ュ

ー
や
商
品
の
改
良
に
努
め
て
い
ま
す
。

石川 智 さん石川 智 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　
定
期
的
に
お
店
に
お
客
さ
ま
が
来
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
別
荘
に
来
る
度
に
寄
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
す
る
と
、
良
か
っ
た
と
素
直
に

実
感
し
ま
す
。皆
さ
ん
と
て
も
優
し
い
の

で
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。ま
た
新
し
い

商
品
を
作
る
と
き
も
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

 

当
店
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
原
材
料
も
菓

子
用
、
パ
ン
用
、
飲
食
店
用
と
い
ろ
い
ろ

な
業
者
か
ら
仕
入
れ
ら
れ
る
の
で
、
組
み

や
り
が
い

33歳 （八幡）33歳 （八幡）

【趣味】
テニス

【ストレス解消法】
旅行で色々な食べものを食べる

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

ベｰｶﾘｰ&酒ｨｰﾂｶﾌｪ
    お は な
ベｰｶﾘｰ&酒ｨｰﾂｶﾌｪ
    お は な

Vol.12Vol.12

　
お
店
の
内
容
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
飲
食
店
向
け
に
卸
せ
る
商
品
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
パ
ン
も
わ
ざ

わ
ざ
遠
く
か
ら
買
い
に
来
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
が
申
し
訳
な
い
の
で
、
配
達
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
と
発
送
に
幅
が
で
ま
す
。
実
際
、

パ
ン
に
使
う
あ
ん
や
ク
リ
ー
ム
は
自
分
で

作
っ
て
い
ま
す
し
、
和
菓
子
の
技
術
を
パ

ン
に
応
用
す
る
こ
と
で
当
店
独
特
の
パ
ン

を
作
れ
た
り
、
そ
れ
が
お
菓
子
作
り
に
も

影
響
し
て
良
い
商
品
が
で
き
た
り
す
る
と

面
白
い
で
す
ね
。

ジオサイトとしての魅力
　『鉢窪山』（標高674m）は、約1万7,000年前に噴
火した美しい円錐形のスコリア丘です。『スコリア』と
は、マグマに含まれるガスが泡立つことでできた、た
くさんの穴があいた構造の岩石のことです。『鉢窪
山』のスコリアは、一般的なスコリアの黒色とは違
い、赤色をしています。これは、中に含まれる鉄分が
高温時に空気中で酸化したためです。
　『鉢窪山』のふもとから流れ出した溶岩が本谷川に
流れ込み、なだらかな溶岩台地と『浄蓮の滝』をつく
りました。『浄蓮の滝』はこの溶岩の端にあたります。

は ち く ぼ や ま 　

▲これは、天城ビジターセンターの床にある縦4.8m横
3m（縮尺：12,500分の1）の大きな『赤色立体地図』で

『鉢窪山』と』『浄蓮の滝』付近を拡大したものです。
　この『赤色立体地図』は、線も記号も光影も使わず、
そこにある地形を1枚の地図で立体的に見ることがで
きます。この技術で、『鉢窪山』から流れ出した溶岩の
範囲を確認することができます。皆さんも天城ビジ
ターセンターに訪れた際は、靴をぬいでお近くでご覧
ください。

鉢 窪 山
  ～『 浄 蓮 の 滝 』を              

       つくり出し た 火 山 ～   

しゅ

い し か わ さとし

至
伊
東

至修善寺

實成寺

伊豆大見の郷
季多楽

伊豆平パールタウン
管理事務所

（八幡1125-45）
おはな

ベーカリー＆酒ィーツカフェ

12

じょう　れん

ページ改編により、次号からコーナー記事は、
隔月の掲載となります （次回は 5 月号）。
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お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

生
後
90
日
を
超
え
た
犬
は
、
年
1
回
の

予
防
接
種
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
の
日
程
で
集
合
注
射
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

料
金
／
３
４
０
０
円

※
『
注
射
済
票
』
の
交
付
手
数
料
５
５
０

円
を
含
み
ま
す
。

※
未
登
録
犬
は
、
登
録
料
３
千
円
が
別
途

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
の
で
、
環
境
衛
生
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
が
で
き
な
い
場
合
／

　

お
近
く
の
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
合
は
、
動
物
病
院
が
発
行
す
る

『
注
射
済
証
明
書
』
を
持
参
し
、
環
境
衛

生
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。『
注
射
済
票
』（
手
数
料
５
５
０
円
）

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、『
注
射
済
票
』
の

交
付
を
代
行
す
る
動
物
病
院
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業

　

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
就
職
に
必
要
な
資
格
の
取
得
を

支
援
す
る
た
め
に
、専
門
学
校
な
ど
で
の
修

業
期
間
の
う
ち
一
定
期
間
に
つ
い
て
、『
高
等

職
業
訓
練
促
進
給
付
金
』を
支
給
す
る
と

と
も
に
、修
了
時
に
は『
高
等
職
業
修
了
支

援
給
付
金
』を
支
給
し
ま
す
。な
お
、支
給

を
受
け
る
に
は
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

〇
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

〇
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
、
適
職
に
就

く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

〇
２
年
以
上
の
養
成
期
間
で
一
定
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取

得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

〇
就
業
ま
た
は
育
児
と
の
両
立
が
困
難
だ

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

対
象
資
格
／
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
資
格

支
給
期
間
／
修
業
す
る
期
間
（
上
限
２
年
）

支
給
額
／

〇
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
：
毎
月
10
万
円

　

住
民
税
課
税
世
帯
：
毎
月
７
万
５
０
０
円

〇
高
等
職
業
修
了
支
援
給
付
金

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
：
毎
月
２
万
５
千
円

　

住
民
税
課
税
世
帯
：
毎
月
５
万
円

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

母
子
家
庭
等

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
指

定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
人

に
対
し
、
受
講
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま

す
。
講
座
に
申
し
込
む
前
に
必
ず
相
談
を

し
、
受
講
日
か
ら
14
日
前
ま
で
に
申
請
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
在
住
で
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

〇
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

〇
受
講
開
始
日
に
、
雇
用
保
険
法
の
教
育

訓
練
給
付
の
受
給
資
格
が
な
い
こ
と

〇
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
、
適
職
に
就

く
た
め
に
必
要
だ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

対
象
講
座
／
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
も
の

○
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
講
座

○
国
や
県
知
事
、
市
長
が
認
め
る
講
座

支
給
額
／
講
座
の
受
講
費
用
の
20
％
相
当

※
上
限
は
10
万
円
で
す
。

※
４
千
円
以
下
は
対
象
外
で
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

家
屋
の
全
部
、ま
た
は
一
部
を
滅
失
（
取

り
壊
し
な
ど
）
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
税
務
課
、
ま
た
は
各
支
所
に
て
届

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
書
に
つ
い
て
は
税
務
課
、
各
支
所
、

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
家
屋
滅

失
届
』
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月
1
日
現
在
の

状
況
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

途
中
で
取
り
壊
し
な
ど
を
さ
れ
た
家
屋
に

つ
い
て
は
、
翌
年
度
の
課
税
内
容
に
影
響

が
あ
り
ま
す
の
で
、
床
面
積
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
だ
い

た
場
合
に
は
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
２

『
こ
こ
ろ
の
健
康
』
に
つ
い
て	

　

毎
年
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し

て
、
啓
発
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
日
本
の
自
殺
者
数
は
、

２
万
５
3
７
４
人
（
速
報
値
）
、
対
前
年

比
１
９
０
９
人
（
７
％
）
減
と
、
減
少
傾

向
で
す
。
市
内
で
も
減
少
傾
向
で
あ
り
、

引
き
続
き
自
殺
者
数
０
を
目
指
し
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
…

　

う
つ
や
心
の
病
気
は
誰
に
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
、
決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が

な
い
、
訳
も
な
く
疲
れ
た
感
じ
が
す
る
、

疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
な
ど
、「
私
、

も
し
か
し
て
う
つ
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
が
遅
れ

る
と
、
回
復
も
遅
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
ポ
イ
ン
ト

　
『
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、の
ん
び
り
い
き
ま
し
ょ
う
！
』

　

何
か
と
慌
た
だ
し
い
世
の
中
で
す
が
、

「
ス
ト
レ
ス
解
消
！
」
と
肩
ひ
じ
を
張
ら
ず
、

自
分
ら
し
く
、
気
楽
な
生
活
で
、
の
ん
び

り
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
気
に
な
る
体
・
心
の
症
状
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
…

　

24
時
間
無
料
の
電
話
健
康
相
談
『
伊
豆

市
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
医
療
機
関
情
報
の
提
供
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
伊
豆
市
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

☎
０
１
２
０
（
２
３
５
）
１
２
４

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

伊
豆
市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
が
追
加

○
梅
び
と
の
郷
（
月
ケ
瀬
５
３
５-

５
）

　

☎
（
85
）
０
４
８
０

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

任
期
付
短
時
間
職
員
追
加
募
集

任
期
／
1
年
（
平
成
27
年
４
月
～
）

募
集
人
数
／
８
人

基
本
給
（
月
給
）
／
11
万
９
８
４
５
円

勤
務
形
態
／
週
30
時
間
勤
務

（
月
～
土
曜
日
の
う
ち
週
5
日
）

受
験
資
格
／
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
有
し
、市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

福
利
厚
生
／
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
）
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

申
込
み
／
3
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、
こ

ど
も
課
へ
申
込
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

い
ず
生
涯
学
習
講
座
修
了
者
発
表
会

　

一
年
間
、『
い
ず
生
涯
学
習
講
座
』
で
学

ん
で
き
た
修
了
生
が
発
表
会
を
行
な
い
ま

す
。
入
場
無
料
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
体
験
教
室

と
き
／
３
月
14
日（
土
）９
時
～
11
時
30
分

内
容
／
着
つ
け
と
帯
結
び
（
講
座
名
略
称
）

■
舞
台
発
表

と
き
／
３
月
14
日
（
土
）	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

内
容
／
そ
ろ
ば
ん
、
演
劇
と
朗
読
、
着
付
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ウ
ク
レ
レ
、
唱
歌
斉
唱

（
講
座
名
略
称
）

■
展
示
発
表

と
き
／
３
月
11
日
（
水
）
～
18
日
（
水
）

内
容
／
ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

健
康
フ
ラ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
と
中
国
体
操
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
、
虫
の
名
前
を
覚
え
よ
う
、

親
子
フ
ラ
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、

デ
ジ
カ
メ
、
絵
手
紙
、
陶
芸
、
ク
ロ
ッ
シ
ェ
、

ビ
ー
ド
ル
ワ
ー
ク
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
バ
ッ
グ
、

着
物
リ
メ
イ
ク
エ
プ
ロ
ン
、
ペ
ン
習
字

（
講
座
名
略
称
）

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

    ❖狂犬病集合注射日程❖　　

日付 ところ 時間

4 月 6 日（月）

矢熊多目的集会所 9 時 30 分～ 9 時 45 分

天城会館 10 時 10 分～ 10 時 55 分

茅野多目的集会所 11 時 15 分～ 11 時 30 分

月ヶ瀬コミュニティーセンター 13 時 20 分～ 13 時 35 分

天城湯ケ島支所 14 時～ 14 時 30 分

金山公民館 15 時～ 15 時 15 分

4 月 7 日（火）

筏場公会堂 9 時 30 分～ 9 時 50 分

八岳集会所 10 時 20 分～ 10 時 45 分

関野公民館 11 時 5 分～ 11 時 25 分

旧大東保育園 13 時 20 分～ 13 時 35 分

中伊豆支所 14 時～ 14 時 40 分

城改善センター 15 時～ 15 時 15 分

4 月 8 日（水）

大野公民館 9 時 30 分～ 9 時 55 分

年川上作業所 10 時 25 分～ 10 時 40 分

柏久保公民館 11 時 10 分～ 11 時 30 分

中伊豆社会体育館 13 時 20 分～ 13 時 50 分

加殿公民館 14 時 15 分～ 14 時 35 分

佐野集会所 15 時～ 15 時 15 分

4 月 9 日（木）

生きいきプラザ 9 時 30 分～ 10 時 15 分

大平公民館 10 時 30 分～ 11 時

修善寺総合会館裏 13 時 20 分～ 13 時 40 分

ニュータウンコミュニティー会館 14 時～ 14 時 20 分

消防第１分団紙谷詰所前 14 時 45 分～ 15 時 15 分

4 月 10 日（金）

伊豆森林管理署 9 時 30 分～ 9 時 50 分

熊坂公民館 10 時 20 分～ 10 時 40 分

堀切公民館 11 時 10 分～ 11 時 30 分

大平柿木報徳館 13 時 20 分～ 13 時 35 分

狩野ドーム 14 時～ 14 時 20 分

上船原地区集会所 14 時 45 分～ 15 時

4 月 13 日（月）

小下田ふるさとセンター 9 時 20 分～ 9 時 35 分

伊豆市シニアプラザ 9 時 55 分～ 10 時 5 分

小土肥八幡神社前 10 時 30 分～ 10 時 50 分

土肥支所 11 時 15 分～ 12 時 10 分



お知らせ
■
愛
称
の
経
緯

　

現
在
、
田
代
地
区
に
建
設
中
の
、
し
尿

処
理
場
（
正
式
名
称
：
汚
泥
再
生
処
理
セ

ン
タ
ー
）
の
愛
称
を
平
成
26
年
10
月
に
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
施
設
の
愛
称

を
『
ピ
ュ
ア 

プ
ラ
ザ
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
は
、
清
浄
を
意
味
し
清
ら
か

で
け
が
れ
の
な
い
放
流
を
行
な
う
施
設
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

い
な
ど
の
理
由
か
ら
採
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
の
と
お
り
、
周
辺
に
配
慮
し
、

環
境
に
や
さ
し
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
施
設
概
要

　

し
尿
処
理
場
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
地
下
１
階
地
上
２
階
建
て
、
屋
根
に

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
処
理
方
法
は
、
最
新
技
術
に
よ

る
高
度
生
物
処
理
方
式
を
採
用
し
た
環
境

の
保
全
に
十
分
配
慮
し
た
施
設
で
す
。

処
理
能
力
：
28
・
０
kℓ
／
日

（
し
尿
：
０
・
５
kℓ
／
日
、

　

浄
化
槽
汚
泥
：
27
・
５
kℓ
／
日
）

放
流
水
：
44
・
８
㎥
／
日

放
流
先
：
大
見
川
（
谷
ノ
沢
川
を
経
由
）

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

編
集
後
記

　

井
上
靖
の
『
あ
す
な
ろ
忌
』
を
皮
切
り

に
、
市
内
で
『
伊
豆
文
学
ま
つ
り
』
を
開

催
中
で
す
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
多

く
の
文
学
者
が
伊
豆
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
近
代
詩
の
父
で
あ
る
萩
原

朔
太
郎
で
す
。
湯
ケ
島
に
い
た
川
端
康
成
、

梶
井
基
次
郎
、
三
好
達
治
を
訪
ね
て
い
ま

す
。
萩
原
の
友
人
が
、
修
善
寺
に
滞
在
し

作
品
を
残
し
た
芥
川
龍
之
介
。
そ
の
師
は
、

修
善
寺
の
大
患
で
生
死
を
さ
ま
よ
う
夏
目

漱
石
。
ゆ
か
り
の
文
豪
は
ほ
か
に
も
！
文

豪
だ
ら
け
の
ま
ち
で
す
ね
。

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
24

■
中
伊
豆
歴
史
民
俗
資
料
館
が

４
月
か
ら『
伊
豆
市
資
料
館
』に
な
り
ま
す

　

中
伊
豆
社
会
体
育
館
に
隣
接
し
、
国

指
定
史
跡
『
上
白
岩
遺
跡
』
か
ら
の
出

土
品
の
ほ
か
、
昔
の
人
び
と
の
暮
ら
し

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
民
俗
資
料
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
／
９
時
～
16
時

（
毎
週
水
・
木
曜
日
休
館
）

※
４
月
か
ら
は
木
曜
日
の
み
休
館
で
す
。

入
館
料
／
無
料

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

☎
（
83
）
５
４
７
８

修
善
寺
郷
土
資
料
館
は

3
月
で
閉
館
し
ま
す

　

跡
地
は
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
中

央
拠
点
施
設
に
な
り
ま
す
。

　
■
長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

長
い
間
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
修
善
寺
郷
土
資
料
館
は
、
３
月

31
日
（
火
）
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。

跡
地
に
は
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

中
央
拠
点
施
設
が
平
成
28
年
度
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

閉
館
に
あ
た
り
資
料
な
ど
の
整
理
の
た

め
、
修
善
寺
郷
土
資
料
館
は
３
月
１
日

（
日
）
か
ら
休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
展
示
し
て
い
た
資

料
の
一
部
は
、
中
伊
豆
歴
史
民
俗
資
料

館
（
４
月
か
ら
『
伊
豆
市
資
料
館
』
に

名
称
変
更
）
な
ど
で
引
き
続
き
展
示
す

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今月の表紙

　今月の表紙は、2月14日
（土）に、『恋人岬バレンタイン
スペシャル』で、リニューアルし
たボードウォーク＆展望デッキ
にて行われた結婚式です。
　結婚式を挙げたのは、石川恭
平さん、寛子さん夫妻（小下田）。
式典には、２人の友人や家族の
ほか、市長、グアム準州副知事
も参加し、２人を盛大に祝って
いました。

伊豆市の人口
（平成27年2月1日現在）

　　男：15,722人（－36）

　　女：17,179人（－21）

　　計：32,901人（－57）

世帯数：13,412世帯（－8）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
園児たちが描く未来の夢をご紹介！

市の山で育ったスギの間伐材に未来の夢を描いてくれました。

▲認定こども園あゆのさと
園児の作品

▲認定こども園あゆのさと
園児の作品

▲修善寺東保育園児
の作品

▲修善寺東保育園児
の作品

西

橘保育園

白岩グラウンド

大宮神社

至
伊
東

至修善寺

上白岩遺跡

大見川

中伊豆室内温水プール
ふれっぷ
中伊豆室内温水プール
ふれっぷ

中伊豆歴史民俗資料館

12

新 
し
尿
処
理
場
の
愛
称
は
、

に
決
定
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
＆
展
望
デ
ッ
キ
の
愛
称
は
、

に
決
定
！

『
ピ
ュ
ア 

プ
ラ
ザ
』

『
手
を
つ
な
ぐ
み
ち
』

【名付け親の声】

　

こ
の
度
、
新
し
尿
処
理
場
と
恋
人
岬
に
あ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
＆
展
望
デ
ッ
キ
の
愛
称
が
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
むら

野
の

 昭
あきら

さん
（柏久保）

　何かに挑戦しようとい
う思いから、応募しました。
　採用の知らせを聞いた
ときは「まさか！」と驚き
ました。
　環境問題から、市民の
皆さんが心配しなくてい
いように、清らかでけがれ
のない施設にしてほしい
という願いを込め、清浄
の意味から『ピュアプラ
ザ』と名付けました。

市
内
２
施
設
の
愛
称
が
決
定
！

　今回私が考えた『手を
つなぐみち』が採用されて
とてもうれしく思います。
　手をつなぐことでお互い
の手のぬくもりと自分の
胸が温かくなるのを感じ
て幸せな気持ちになって
いただけたらと思います。

【名付け親の声】

池田 あけみさん
（福井県）
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お知らせ

■
愛
称
の
経
緯

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

平
成
26
年
秋
か
ら
愛
称
の
募
集
を
行
な
い

ま
し
た
。
全
国
か
ら
５
８
５
件
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
恋
人
岬
周
辺
の
地
域

住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
『
恋
人
岬
活
性

化
検
討
会
』
で
審
査
を
行
な
い
、
愛
称
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
応
募
者
は
、「
日
本
で
は
恋

人
・
夫
婦
で
あ
っ
て
も
、
恥
ず
か
し
が
っ

て
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
少
な
い
で
す
。
恋

人
岬
で
は
堂
々
と
手
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
。

遊
歩
道
の
入
り
口
に
『
手
を
つ
な
ぐ
み

ち
』
と
書
か
れ
て
い
た
ら
、
自
然
と
手
を

つ
な
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
思
い
か
ら
愛
称

を
付
け
た
と
の
こ
と
で
す
。

■
施
設
概
要

○
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

全
長
：
１
２
６
・
１
ｍ

（
展
望
台
を
含
む
と
１
３
９
ｍ
）

全
幅
：
２
・
29
ｍ

（
手
す
り
の
内
側
は
１
・
86
ｍ
）

柱
、
大
引
：
Ｇ
Ｒ
Ｐ
（
ガ
ラ
ス
繊
維
）

床
：
県
産
材
ヒ
ノ
キ
（
防
腐
処
理
）

2
段
手
す
り
：
再
生
木
材
（
ア
ル
ミ
芯
）

○
展
望
デ
ッ
キ

面
積
：
１
３
２
・
1
㎡
（
ス
タ
ン
ド
を
含
む
）

床
、
笠
木
、
格
子
：
再
生
木
材

手
す
り
：
再
生
木
材
（
ア
ル
ミ
芯
）

カ
メ
ラ
台
：
1
台

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

　
　
　
　

産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊春の野菜を味わいましょう＊

～春の野菜が出回る時期です～～春の野菜が出回る時期です～

春のフライ3種盛り春のフライ3種盛り

1人分
栄養価

　店頭に春の野菜が並び始めると、春の訪れを感じます。キャベツ
やダイコンなども軟らかく優しい味になりますね。紹介しているシ
イタケ、タケノコ、アスパラガスも春の食材です。今回はフライで
すが、だしをきかせて薄味で煮たり、パスタなどの具材にしたりし
てもおいしいです。春の野菜が食卓に上がると、寒い冬が遠くなる
ようで心が軽くなります。　　　 健康増進課 管理栄養士 大瀧 友恵

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

材　料　（4人分）　 作　り　方

①グリーンアスパラガスは根元
の硬い部分を切り落とす。タ
ケノコは縦に4つに切り分け
る。シイタケは石づきを取る。
②豚肉は酒としょうゆで下味を
付ける。
③豚肉の汁気をふき、グリーン
アスパラガスに巻き付ける。
④タケノコ、シイタケ、③に小麦
粉を軽く振り、溶き卵にくぐ
らせ、パン粉と粉チーズを混
ぜたものを付けて170℃の
油でカラリと揚げる。

⑤④とミニトマト、サラダ菜、ゆ
でた、ブロッコリーを盛り付
ける。

◆グリーンアスパラガス（細）
　………………………12本
◆豚モモ肉薄切り……12枚
◆酒…………………大さじ１
◆しょうゆ …………大さじ１
◆タケノコ水煮（小）
　……………………1/4個
◆生シイタケ……………8枚
◆小麦粉………………適量
◆卵………………………1個
◆パン粉……………1カップ
◆粉チーズ…………大さじ２
◆油……………………適量
◆ミニトマト……………４個
◆ブロッコリー…………４房
◆サラダ菜………………４枚

◇エネルギー…527kcal　◇タンパク質…19.9g
◇脂質…34.2g  ◇食塩…1.2g

尾羽沢 心美ちゃん

　  おばざわ     ここみ

（大平）

       おぎの   あゆむ　　

（梅木）

山田 杏珠ちゃん

　   やまだ  あんじゅ　　　

（下白岩）

井村 健太ちゃん

       いむら   けんた

（本立野）

遠藤 海來ちゃん
   　

えんどう  かいら　　　

（修善寺）

松尾 夏希ちゃん

　    まつお   なつき　

（熊坂）

井上 輔ちゃん

        いのうえ たすく

（筏場）

瀬

見井 麻帆ちゃん

     せ  み  い　  ま  ほ　　　

（本立野）

松永 陽希ちゃん

　  まつなが  はるき  

（八幡）

寺山 空花ちゃん      てらやま  そ　ら　　

（柏久保
）
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